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インフォメーションインフォメーション
■ 

中
小
企
業
組
合
検
定
試
験
に
つ
い
て

　

全
国
中
央
会

　

全
国
中
央
会
で
は
、
令
和
２
年
度
中

小
企
業
組
合
検
定
試
験
の
受
験
者
の
申

込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

試
験
日　

令
和
２
年
12
月
６
日（
日
）

申
込
締
切　

令
和
２
年
10
月
15
日（
木
）

試
験
科
目　

組
合
会
計
、
組
合
制
度
、

　
　
　
　
　

組
合
運
営

受
験
料　

６
，
６
０
０
円

　
　
　
　

※ 

一
部
科
目
免
除
者
は
割
引

料
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　

 

願
書
に
受
験
料
を
添
え
、
本

会
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
本
会
総
務
課
ま
で
。

■ 

群
馬
県
の
最
低
賃
金
改
正
に
つ
い
て

群
馬
労
働
局

　

群
馬
県
最
低
賃
金（
地
域
別
最
低
賃

金
）
は
、
時
間
額
８
３
５
円
か
ら
８
３
７

円
に
改
正
さ
れ
、
令
和
２
年
10
月
３
日

か
ら
発
効
し
ま
す
。

　

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に
は
、

臨
時
ま
た
は
１
月
を
こ
え
る
期
間
ご
と

に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
時
間
外
・
休
日
・

深
夜
労
働
の
割
増
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
は
算
入
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

群
馬
県
最
低
賃
金
は
、
群
馬
県
内
の
事

業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の

商
工
中
金
金
融
相
談
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◆
前
橋
支
店

　

・
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
太
田
商
工
会
議
所

　

10
月
21
日

　

・
午
後
１
時
〜
午
後
２
時

編
集

後
記

◆
上
半
期
が
経
過
し
ま
し
た
。
例
年
の
よ

う
に
事
業
が
行
え
な
い
企
業
も
、
ま
だ
ま

だ
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
会
も
、
三
密

を
避
け
る
た
め
、
多
く
の
人
が
一
室
に
集

ま
る
事
業
を
自
粛
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
徐
々
に
事
業
が
動
き
始
め
、
先

月
は
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修
、
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
、
合
同
企
業
説
明
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
ご
参
加
頂
い
た
方
々
に
は
、
大
変
感

謝
致
し
ま
す
。

◆
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
参
加
人
数
を
少
な

く
設
定
。
受
付
で
は
、
職
員
が
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
着
用
す
る
な
ど
の
対
策
を
行

い
ま
し
た
。
昨
今
、
ズ
ー
ム
な
ど
の
機
能

を
活
用
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
実
施
も

一
考
で
す
が
、
敢
え
て
、
一
堂
に
集
ま
り
実

施
す
る
こ
と
を
選
択
し
ま
し
た
。

◆
先
日
、
雑
誌
で
、
ネ
ッ
ト
で
話
し
て
い
る

こ
と
と
、
実
際
に
会
う
こ
と
は
イ
コ
ー
ル

で
は
な
い
と
い
う
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。

人
間
は
、
視
覚
と
聴
覚
を
使
っ
て
他
者
と

会
話
す
る
と
、
脳
は
『
つ
な
が
っ
た
』
と
錯

覚
す
る
ら
し
い
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、

信
頼
関
係
ま
で
担
保
で
き
な
い
そ
う
で
す
。

そ
れ
は
、
人
が
五
感
の
す
べ
て
を
使
っ
て

他
者
を
信
頼
す
る
生
き
物
だ
か
ら
で
、
嗅

覚
や
味
覚
、
触
覚
と
い
っ
た
感
覚
が
他
者

と
の
関
係
を
築
く
上
で
重
要
だ
と
の
こ
と
。

つ
ま
り
、
人
間
は
、
ま
だ
身
体
的
な
つ
な

が
り
を
信
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。

◆
今
年
度
、
総
会
を
開
催
す
る
際
、
多
く

の
組
合
が
書
面
議
決
を
採
用
し
ま
し
た
。

そ
の
運
用
に
対
し
、
法
的
に
、
必
ず
出
席

者
の
存
在
が
必
要
だ
と
説
明
し
ま
し
た
。

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
強
く
、
人
的
結
合

体
と
言
わ
れ
る
協
同
組
合
。
法
で
こ
の
よ

う
に
規
定
す
る
の
は
、
人
間
の
本
質
的
な

理
由
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
商
店
街
の
取
材
を
通
じ
て
、
早
く
元
に

戻
っ
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。「
当
た
り
前
の
こ
と
の
中
に
、
た
だ

ご
と
で
は
な
い
幸
せ
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉

が
心
に
沁
み
ま
す
。（
Ｊ
・
Ｔ
）

使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特

定
の
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県
最

低
賃
金
よ
り
時
間
額
が
高
い
特
定（
産
業

別
）最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、

　

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
７

－

８
９
６

－

４
７
３
７
）

　

 

ま
た
は
、
県
内
の
労
働
基
準
監
督
署

へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
群

馬
労
働
局
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■ 

中
小
企
業
向
け
測
定
基
礎
研
修
会
の

開
催
に
つ
い
て︵

一
社
︶群
馬
県
計
量
協
会

　

計
量
士
を
講
師
に
迎
え
、
測
定
機
器

の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
実
際

に
ノ
ギ
ス
や
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
タ
ー
を
使

用
し
な
が
ら
、
使
用
方
法
の
注
意
点
や

誤
差
発
生
の
要
因
な
ど
を
実
践
的
に
習

得
す
る
「
中
小
企
業
向
け
測
定
基
礎
研
修

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
、「
３
密
を
避
け
」、「
マ
ス
ク
着
用
」、

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
」

な
ど
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上
、
定

員
を
絞
っ
て
行
い
ま
す
。

日
　
時　

令
和
２
年
11
月
25
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

会
　
場　

群
馬
県
計
量
検
定
所「

会
議
室
」

　
　
　
　
（
前
橋
市
下
大
島
町
81

－

13
）

参
加
費　

会　

員
：
１
，
０
０
０
円

　
　
　
　

非
会
員
：
３
，
０
０
０
円

定
　
員　

15
人

締
　
切　

令
和
２
年
11
月
４
日（
水
）

※ 

お
問
い
合
わ
せ
は
、（
一
社
）
群
馬
県

計
量
協
会
事
務
局
ま
で
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
２
７

－

２
６
３

－

８
２
１
７

使用者も、労働者も、
必ず確認。最低賃金。

群馬県最低賃金は

時間額　８３７　円に

令和２年10月３日より改正


